




【妃】旁は大徐では「己」、五経文字も「己」、康煕字典は「已」、
文部省活字は「己」、当用漢字表は「已」、当用漢字字体表は
「己」。手書きでは「己」、「已」、「巳」はあやふやになる。
【妥】大徐本には不録で段注本には掲載。
【妊】「姙」という異体字がありそれを顔真卿が「多宝塔碑」

で書いている。「明治の漢字」では「娠」の〈許容〉の異体字
に「妊」をあげている。その通りなら「妊娠」を「妊妊」と
書いてもよいことになる。
【妙】大徐篆文では「玅」の字体。弘道軒四号と三号では字体
が異なる。
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音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
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隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
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平安中期
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室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
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昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年
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※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



【妖】大徐篆文では旁にくさかんむりのようなものがある。
【委】漢代以降、左右に伸ばすのは「女」の横線で、「禾」の
右ハライは止める。
【妻】漢代以降、左右に伸ばすのは「女」の横線で、他の横線
は抑制する。
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※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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